
政
府
は
カ
ジ
ノ
解
禁
の
最
大
の

ね
ら
い
を
「
外
国
人
観
光
客
を
増

や
し
経
済
成
長
の
目
玉
に
す
る
」

こ
と
だ
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に

大
規
模
な
カ
ジ
ノ
施
設
を
開
設
し

て
外
国
人
観
光
客
を
増
や
し
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
実
例
に
あ
げ
て
い

ま
す
。

し
か
し
増
え
た
と
い
っ
て
も
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
カ
ジ
ノ
開
設
後

の
外
国
人
観
光
客
増
加
率
は
１
２

４
％
。
同
じ
時
期
に
日
本
は
３
８

６
％
も
増
え
て
お
り
、

カ
ジ
ノ
が
無
く
て
も

日
本
の
観
光
は
充
分

発
展
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
カ
ジ
ノ
が

で
き
れ
ば
観
光
客
を

「
囲
い
込
む
」
こ
と
に

な
り
、
地
域
の
観
光

収
入
の
減
少
、
観
光

地
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
悪
化
な
ど
の
害
悪

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
日
本
は

刑
法
で
賭
博
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。
競
馬
、

競
輪
な
ど
の
公
営
競

技
は
「
公
益
性
」
を

理
由
に
、
厳
密
な
ル
ー

ル
に
よ
り
特
例
法
で

例
外
と
し
て
認
め
て

い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

一
方
、
〃
カ
ジ
ノ
〃
に
は
「
公

益
性
」
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〃
カ
ジ
ノ
王
〃
と
呼
ば
れ
る
米

国
の
シ
ェ
ル
ド
ン
・
ア
デ
ル
ソ
ン

氏
が
会
長
と
し
て
支
配
す
る
ラ
ス

ベ
ガ
ス
・
サ
ン
ズ
の
会
計
報
告
で

は
、
２
０
１
２
年
か
ら
６
年
間
で
、

海
外
の
カ
ジ
ノ
が
大
半
を
占
め
る

利
益
か
ら
１
５
９
億
ド
ル
（
約
１

兆
８
０
０
０
億
円
）
を
株
主
に
配

当
。
そ
の
７
割
を
ア
デ
ル
ソ
ン
一

族
が
占
め
て
い
ま
す
。
利
益
の
ほ

と
ん
ど
を
私
企
業
、
一
つ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
懐
に
入
れ
る
の
で
は
、

と
て
も
「
公
益
性
」
が
あ
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

国
の
調
査
で
も
外
国
人
観
光
客

の
目
的
の
上
位
は
「
日
本
食
を
食

べ
る
こ
と
」「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」「
自

然
・
景
勝
地
観
光
」
で
あ
り
、
こ

れ
に
応
え
て
行
く
べ
き
で
す
。
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６
・
18
▼
千
葉
県
弁
護
士

会
役
員
と
懇
談
／
本
町
支

部
と
商
店
街
を
訪
問

６
・
19
～
22
▼
県
議
会
本

会
議

６
・
19
▼
船
橋
駅
南
口
で

日
本
共
産
党
の
宣
伝

６
・
20
▼
安
倍
内
閣
退
陣

求
め
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

６
・
22
▼
治
安
維
持
法
国

家
賠
償
要
求
同
盟
の
会
議

６
・
23
▼
地
方
自
治
研
究

集
会
に
参
加
／
健
康
友
の

会
県
連
合
会
総
会
で
挨
拶

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

６
・
24
▼
平
和
委
員
会
の

学
習
会
で
報
告

６
・
25
～
26
▼
県
議
会
本

会
議

６
・
27

▼
「
働
き
方
改

革
」
実
態
調
査
に
つ
い
て

県
か
ら
聞
き
取
り

６
・
28
▼
商
店
街
振
興
策

に
つ
い
て
県
に
聞
き
取
り

６
・
29
▼
県
議
会
商
工
労

働
企
業
常
任
委
員
会
出
席

６
・
30
▼
共
産
党
法
典
支

部
と
藤
原
上
山
地
域
を
訪

問
／
日
本
共
産
党
演
説
会

７
・
１
▼
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
反
対
県
民
大
集
会
ｉ
ｎ

木
更
津
に
参
加

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

安
倍
内
閣
は
国
会
を
延
長
し
て
ま
で
日
本
に
〃
カ
ジ
ノ
〃
を

作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
カ
ジ
ノ
は
「
ギ
ャ
ン

ブ
ル
・
博
打
」
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

千
葉
県
弁
護
士
会
が
、
全
国
の

弁
護
士
会
に
先
駆
け
て
、
安
倍
総

理
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
憲
法

９
条
に
「
自
衛
隊
」
を
書
き
込
む

改
定
に
反
対
す
る
決
議
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
６

月
１
８
日
、
日
本
共
産
党
千
葉
県

議
団
が
弁
護
士
会
の
役
員
と
懇
談

し
ま
し
た
。

弁
護
士
会
の
決
議
は
５
月
１
８

日
に
行
わ
れ
た
総
会
で
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
出
席
者
２
１
２
人
の
な

か
で
１
２
９
人
が
賛
成
、
５
６
人

が
反
対
し
、
棄
権
は
２
７
人
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

決
議
で
は
日
本
国
憲
法
に
つ
い

て
「
徹
底
し
た
平
和
主
義
は
、
先

の
大
戦
を
『
政
府
の
行
為
』
に
よ

る
『
惨
禍
』
と
判
定
し
、
こ
の
こ

と
を
強
く
反
省
す
る
と
い
う
歴
史

認
識
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と

と
も
に
、
日
本
は
今
後
、
戦
争
を

し
な
い
国
家
と
し
て
歩
ん
で
行
く

と
い
う
世
界
に
向
け
た
決
意
の
表

明
で
あ
る
」
と
指
摘
。

憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
書
き
加

え
る
「
改
正
案
」
に
つ
い
て
、

「
安
全
保
障
関
連
法
に
も
と
づ
く

任
務
を
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
る

自
衛
隊
を
憲
法
上
位
置
づ
け
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
の
基

本
原
理
で
あ
る
恒
久
平
和
主
義
に

反
す
る
も
の
と
し
て
反
対
の
意
思

を
表
明
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士
会
は
、
県
内
す
べ
て
の

弁
護
士
が
加
入
す
る
強
制
加
入
団

体
で
あ
り
、
様
々
な
意
見
を
持
っ

て
い
る
弁
護
士
の
集
ま
り
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
議
論
の
中
で
は
、

「
慎
重
審
議
な
ら
い
い
」
と
か

「
政
治
的
な
意
見
を
対
外
的
に
出

す
の
は
問
題
」
な
ど
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
弁
護
士
法

第
一
条
で
「
弁
護
士
は
、
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
、
社
会
正
義
を
実

現
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
」
と

さ
れ
て
お
り
、
「
戦
争
は
最
大
の

人
権
侵
害
で
あ
る
」
と
い
う
立
場

で
採
択
が
行
わ
れ
た
も
の
だ
と
の

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

弁
護
士
会
役
員
（
手
前
側
）
と
懇
談
す
る

（
右
か
ら
４
人
目
か
ら
左
へ
）
斉
藤
和
子
前

衆
院
議
員
、
椎
葉
寿
幸
・
浅
野
史
子
両
党

県
副
委
員
長
、
丸
山
慎
一
県
議
。

＝
６
月
１
８
日
・
県
弁
護
士
会
館
内


